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日本原子力学会誌  総目次  Vol.1, Nos.1～7（1959） 

NIHON-GENSHIRYOKU-GAKKAISHI（Journal of the Atomic Energy Society of Japan） 

 

（末尾の太字は通巻ページ数です） 

 

No.1 

 

研 究論 文 放射性雲の拡散により覆われる地表面積，人口および集団線量の推定方法について：西脇安，1. 

 人形峠型ウラン鉱床の探査について，(Ⅰ)基盤花崗岩に関する問題，(Ⅱ)堆積型ウラン鉱床の堆積構造と構造支配の

問題：佐藤源郎，9. 

 溝型ロールによるウランの圧延加工について：川崎正之，武谷清昭，佐々木吉方，山本達郎，19. 

 沸騰水型原子炉における中性子束およびボイド分布：川合敏雄，新井公雄，寺沢昌一，金井務，28. 

 沸騰現象の研究(Ⅰ) 常圧下における多矩形断面流路内の軽水密度分布：斎藤良平，八巻秀雄，40. 

 イオン交換体による同位元素分離に関する基礎的知見：垣花秀武，野村昭之助，福富博，大滝仁志，山崎一雄，46. 

 地表からのBackground 放射線の測定：道家忠義，服部学，佐々木確，中本淳，高見保清，53. 

 トリウム均質動力炉の定常運転までの過程について：大山彰，清瀬量平，64. 

総 説 原子炉の自己制御性：武田栄一，70. 

資 料 原子力関係特許：82. 

会 報 ：85. 
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研 究論 文 原子炉より放出される放射線アルゴン：岡野真治，大塚益比古，95. 

 JRR-3に関する開発試験：長谷川修，原沢進，木下武彦，103. 

 直線状大電流放電による重水素プラズマの研究：西口公之，丸尾大，荒田吉明，岡田実，115. 

 Wiener-Hopf の方法による臨界計算について：朝岡卓見，123. 

 微量硼素の比色定量とそのベリリウム材料への適用について：貴田勝造，阿部光伸，西垣進，小林和夫，128. 

 ジルコニウムおよびジルカロイ-2の融解と加工：近藤豊，鈴木脩二郎，古郡政一，134. 

資 料 日本原子力研究所東海研究所の建設について：大村道夫，中村正三，尾池英夫，能美英彦，143. 

 原子力関係特許解説：167. 

会 報 ：169. 
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研 究論 文 Z＝22～Z＝30 の核の（ｐ,ｎ）反応の断面積：田中重男，171. 

 インポータンス方程式の物理的意味：大塚益比古：，174. 

 U-SCOPE実用化研究と実地試験，原子燃料公社試作１号機を中心として：高橋喜久雄，177. 

 サーマルサイクリング試験装置とウランによる二，三の実験結果について，ウラン燃料要素に関する研究(1)： 

 武谷清昭，190. 

 ハロゲン酸素酸塩のホットアトム化学(Ⅰ)臭素酸塩：斎藤信房，富田功，古川路明，199. 

講 演 A.M.Weinberg 博士の原研における講演（要旨），203. 

資 料 原子力関係特許解説：217. 

会 報 ：219. 

 

No.4 

 

研 究論 文 イオン交換電解塔の特性と濃度分布の解析：下川純一，西尾軍治，225. 

 高比放射能のケイ素-31およびリン-32の同時製造について：池田長生，海老原寛，234. 

 原子炉用ジルコニウム合金の溶解加工法とその諸性質：高尾善一郎，西原守，八木芳郎，宮本一雄，240. 

 中性子スペクトルに及ぼすプルトニウム蓄積の影響：北爪光幸，川合敏雄，長谷川和，249. 

 高純度酸化ベリリウムの真空ホットプレス成形について：貴田勝造，阿部光伸，西垣進，井村誠一郎，259. 
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講 演 原子燃料の検査：W.H.Pennington，272. 

資 料 原子力関係特許解説：283. 

会 報 ：286. 
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研 究論 文 BWR 容器および構造材料の比照射量およびガンマ線加熱の研究(Ⅰ)：市野市郎，大村達郎，鴇沢正道，安藤博，289. 

 うすいTBPによる核分裂生成物よりジルコニウムおよびニオブの抽出：石森富太郎，梅沢弘一，渡辺賢寿，299. 

 中性子減速過程の積分方程式について：中山隆，磯田和男，304. 

 原子炉遮蔽用各種コンクリートの熱特性と加熱冷却に対する耐久性について：細井潤三，中条金兵衛，佐治健次郎，

本間栄五郎，308. 

 ウランの板圧延と圧延板の二，三の性質，ウラン燃料要素に関する研究(2)：武谷清昭，佐々木吉方，栗原正義，319. 

資 料 東海村における大気拡散の測定：川畑幸夫，330. 

 原子力関係特許解説：340. 

文 献抄 録 ：343. 

会 報 ：350. 

 

No.6 

 

研 究論 文 水減速－U-Al 合金系の共鳴積分の計算（英文）：深井佑造，353. 

 誘電率法によるフッ素中のフッ化水素の分析について：宇梶六夫，蔭山育造，359. 

 大型蒸発装置の飛沫同伴とその除去，液状放射性廃棄物の蒸発処理：三石信雄，阪田貞弘，松田裕二，山本寛，363. 

 ウラン工作用フードについて，ウラン燃料要素に関する研究(4)：武谷清昭，370. 

 熱中性子化の問題に対する変分法の応用：清水彰直，376. 

資 料 人形峠鉱山ウラン鉱のふるい分析結果の考察：金沢一雄，385. 

 原子力関係特許解説：392. 

文 献抄 録 ：395. 

会 報 ：402. 

 

No.7 

 

研 究論 文 八三酸化ウランの反応活性に関する研究(Ⅰ)硝酸ウラニル，重ウラン酸アンモニウムおよび過酸化ウランの熱分解に

ついて：宇梶六夫，405. 

 三組理論を用いた直方体原子炉の臨界計算：深井佑造，飯島俊吾，宮本信一，門田一雄，412. 

 JRR-1一次冷却水中の微量放射性核種の定量：上野馨，419. 

 ウラン炭化物の製造に関する研究：佐野忠雄，井本正介，高田義彦，425. 

 イオン交換体による同位元素分離に関する基礎的知見(Ⅱ)14NH4
+，15NH4

+の選択係数に及ぼす溶液の誘電率ならびに

イオン交換樹脂の架橋度の影響について：垣花秀武，野村昭之助，小平潔，433. 

総 説 臨界未満の系における原子炉物理実験：大山彰，安成弘，436. 

資 料 コールダーホール改良型発電炉の耐震設計について(Ⅰ)耐震設計条件：武藤清，447. 

 非均質系の中性子共鳴吸収の理論（ORNL-2705）：長谷川和，456. 

 原子力関係特許解説，466. 

文 献抄 録 ：470. 

会 報 ：第1 回原子力研究総合発表会プログラム  他：475. 
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日本原子力学会誌  総目次  Vol.2, Nos.1～12（1960） 

NIHON-GENSHIRYOKU-GAKKAISHI（Journal of the Atomic Energy Society of Japan） 

 

（末尾の太字は通巻ページ数です） 

 

No.1 

 

研 究論 文 二酸化ウラン中のウラン(Ⅵ)の定量法，強リン酸溶解ならびにポーラログラフ法：本島健次，星野昭，1. 

 β処理した金属ウラン丸棒の二，三の性質，ウラン燃料要素に関する研究 (5)：武谷清昭，6. 

 二領域均質炉の燃料サイクル：松岡謙一，寺沢昌一，西堀博，15. 

資 料 コールダーホール改良型発電炉の耐震設計，(Ⅱ)耐震設計：武藤清，24. 

 原子力関係特許解説，34. 

講 演 大量放射線源の利用（抄訳）：H. Seligman，39. 

討論会要旨 原子力計測に関する分科会：44. 

文 献抄 録 ：56. 

会 報 ：64. 

 

No.2 

 

研 究論 文 核爆発実験により生じた放射性降下物の定量，(Ⅰ)，γ線スペクトル法による松葉灰中のジルコニウム-95，ニオブ-95

の定量：上野馨，67. 

 UO2焼結ペレットの微細構造：高橋修一郎，久保田正，土井英和，打越肇，73. 

 拡りを考慮した原子炉制御系の構成について：加賀山正，78. 

 冷間引抜加工を加えたU の性質，(Ⅰ)，その熱膨脹係数と再結晶試料の熱サイクルによる変形：添野浩，89. 

 液体金属による鉄鋼材料の腐食に関する研究，(Ⅰ)，静的反応試験について：今井勇之進，石崎哲郎，96. 

資 料 原子力関係特許解説：102. 

文 献抄 録 ：105. 

会 報 ：112. 

 

No.3 

 

研 究論 文 八三酸化ウランの反応活性に関する研究，(Ⅱ)，硝酸ウラニル，重ウラン酸アンモニウムおよび過酸化ウランの熱分

解により得られた八三酸化ウランの反応活性の相違について：宇梶六夫，117. 

 放射化および標識化による酸化トリウムの粒度分析：武田智則，鈴木征雄，木村幹，122. 

 NaK 用動的腐食試験装置の試作，液体金属による鉄鋼材料の腐食に関する研究：今井勇之進，福島弘毅，石崎哲郎，

127. 

 U-Mo合金に関する研究：川崎正之，長崎隆吉，板垣元雄，竹村達也，136. 

 TPPC によるウランの抽出に関する研究：品川睦明，桂幸昭，147. 

講 演 カナダにおける重水型動力炉の開発について：F.W. Gilbert，153. 

資 料 原子力関係特許解説：158. 

文 献抄 録 ：161. 

会 報 ：168. 

 

No.4 

 

研 究論 文 炉内中性子束分布形状の変化を問題とした原子炉動特性の一解析法，主としてコールダーホール改良型発電炉の分割

制御方式について：武田充司，175. 

 プラズマ振動の分散関係：加地郁夫，小沢保知，182. 

 インバース・ポール・フィギュアーによる燃料ウランロッドの解析，(Ⅰ)，ウラン燃料要素に関する研究，(6)：武谷

清昭，市川逵生，190. 

講 演 ビスマスを利用する原子炉：F.T. Miles, Jr.，196. 



（目 2） 

資 料 欧米における放射性廃水の処理：松田俊彦，202. 

 “Bibliographie des Elements Plutonium”について：石森富太郎，213. 

 原子力関係特許解説：218. 

討論会要旨 原子炉燃料要素の破損検出に関する討論会：220. 

文 献抄 録 ：230. 

会 報 ：237. 

 

No.5 

 

研 究論 文 遮蔽用迷路におけるγ線の散乱について：浅田常三郎，菊池理一，野垣内武志，木村吉武，245. 

 ウラン中の微量アルミニウムおよび鉄の同時定量，オキシン抽出光度法：本島健次，井沢君江，253. 

 冷間引抜加工を与えたU の性質，(Ⅱ)，加工試料の熱サイクルにおける変形特性：添野浩，260. 

 制御棒のEpithermal Neutron吸収効果の計算：愛須英男，嶋田昭一郎，上路正雄，266. 

 反射体の反射特性：大塚益比古，276. 

 ウラン炭化物の製造について，(Ⅱ)，ウラン粉末と炭化水素との反応〔英文〕：佐野忠男，井本正介，高田義彦，285. 

資 料 ノズル分離法による同位元素の分離：三神尚，大山義年，291. 

 原子力関係特許解説：296. 

文 献抄 録 ：299. 

会 報 ：312. 
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研 究論 文 四フッ化ウラン中の６価ウランの定量，ポーラログラフ法：本島健次，岡下宏，勝山和夫，313. 

 生体試料中の水銀，銅およびヒ素の放射化分析：浜口博，黒田六郎，細原匡一，317. 

 二相流の圧力降下と流量測定：藤崎幸雄，福井資夫，香川達雄，相波哲朗，321. 

 JRR-1で照射した酸化ウランより 239Pu の単離：木村健二郎，石森富太郎，内藤奎爾，梅沢弘一，渡辺賢寿，328. 

 原子炉内におけるアルミニウムの腐食について，(Ⅰ)，原子炉内流動水腐食試験装置：野村末雄，337. 

資 料 日本における原子力コードの開発，(Ⅰ)，〔英文〕：山田太三郎，青木敏男，343. 

 原子力関係特許解説：353. 

討論会要旨 原子力気象に関する討論会：356. 

文 献抄 録 ：367. 

会 報 ：372. 
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研 究論 文 固体蛍光法による尿中のウランの定量〔英文〕：赤石準，379. 

 八三酸化ウランの反応活性に関する研究，(Ⅲ)，八三酸化ウランの反応活性に対する比表面積の影響について：宇梶

六夫，389. 

 金箔による熱外中性子密度の測定〔英文〕：古橋晃，松本圭司，大部誠，394. 

 多重衝突法による炉の臨界条件：朝岡卓見，401. 

 インバース・ポール・フィギュアー法による熱サイクル効果の研究，(Ⅰ)，ウラン燃料要素に関する研究，(7)：市川

逵生，武谷清昭，406. 

資 料 日本における原子力コードの開発，(Ⅱ)，〔英文〕：山田太三郎，青木敏男，412. 

 原子力関係特許解説：424. 

討論会要旨 事故時における被曝線量の取扱い基準に関するシンポジウム：427. 

文 献抄 録 ：440. 

会 報 ：447. 
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研 究論 文 沸騰重水炉の安定性についての考察：西原宏，西原英晃，451. 

 イオン交換膜電解透析装置による放射性廃液の処理：西土井睦，伊藤益邦，山本寛，460. 

 原子炉内におけるアルミニウムの腐食について，(Ⅱ)，ループの水化学：野村末雄，468. 
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 無限板状物質からの漏洩捕獲γ線の二群計算式：法橋登，北爪光幸，474. 

 Tri-n-butyl Phosphine Oxide によるプルトニウムの抽出〔英文〕：梅沢弘一，478. 

資 料 アメリカ原子力学会(ANS)1960年度年会の印象：大山彰 他，483. 

 原子力関係特許解説：493. 

文 献抄 録 ：496. 

会 報 ：504. 
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研 究論 文 硫酸ウラニルイオンと Cl-SO4 混合型および NO3-SO4 混合型陰イオン交換樹脂との交換平衡：矢野武夫，片岡健，   

南後輝幸，511. 

 照射されたウラン中に発生する気泡の形成過程：橋本文雄，518. 

 原子炉の空間動特性における伝達関数についての考察：武田充司，523. 

 Magnox A-12 合金の融解鋳造ならびに押出棒の性質：渡辺幸健，岡本常義，五月女和男，中島勝久，青木重夫，531. 

 水中における高速中性子の減速：西村和明，丸山倫夫，542. 

資 料 原子力関係特許解説：551. 

討論会要旨 放射線化学討論会：554. 

文 献抄 録 ：575. 

会 報 ：582. 
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研 究論 文 シュウ酸添加HDEHP抽出系について〔英文〕：木村幹，585. 

 各種水溶液試料中のネプツニウム-239 の定量法〔英文〕：赤石準，591. 

 八三酸化ウランの反応活性に関する研究，(Ⅳ)，八三酸化ウランの粒子形態および構造：宇梶六夫，598. 

 原子炉内における アルミニウムの腐食について，(Ⅲ)，腐食試験：野村末雄，603. 

 熱中性子実効断面積とその温度係数の計算，(Ⅰ)，熱中性子実効断面積〔英文〕：清水彰直，611. 

 端窓型計数管のβ線計数効率〔英文〕：鈴木辰三郎，湯原二郎，618. 

総 説 高速増殖炉，物理的問題点とその現状：野本昭二，富岡偉郎，中村知夫，622. 

講 演 原子力工業における計算機応用の現状：J.A. DeVries，638. 

資 料 原子力関係特許解説：646. 

文 献抄 録 ：649. 

会 報 ：654. 
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研 究論 文 TBP/ケロシン溶媒の放射線損傷，核分裂生成物および硝酸の挙動に及ぼす影響：石原健彦，辻野毅，山本寛，659. 

 円管内の沸騰水の流動抵抗：鳥飼欣一，堀雅夫，山崎利，671. 

 48Ti および 51V の(α,n)反応の反応断面積〔英文〕：井口明，天野恕，田中重男，682. 

資 料 原子力燃料公社におけるウラン製錬の現況：今井美材，685. 

 放射線障害防止法関係法令の改正について：佐々木茂行，698. 

 原子力関係特許解説：705. 

討論会要旨 臨界および臨界未満実験装置についての討論会：708. 

文 献抄 録 ：721. 

会 報 ：728. 
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研 究論 文 八三酸化ウランの反応活性に関する研究，(Ⅴ)，八三酸化ウランの生成条件と化学反応活性との関係：宇梶六夫，731. 

 過渡的核沸騰時における温度の Overshoot と時間遅れの実験的研究：林重憲，岩住哲朗，若林二郎，桜井彰，青木

英人，北村元彦，736. 
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文 献抄 録 新刊紹介，原子力関係国内文献目録：374. 
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 台湾における放射化学の周辺：品川睦明，171. 

会 報 41 年度新役員候補者投票，パルス中性子炉・核燃料臨界安全性両研究専門委の新設，各専門委報告，第 3 回理工学

同位元素研究発表会，第 3 回日本伝熱シンポジウム，海外インフォメーション，Cohen 博士，Guinn 博士講演会，

第 17回交換教授講演会，新入会員名簿  他：174. 
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No.4 

 

巻 頭 言 原子力開発に関する私見：垣花秀武，181. 

研 究論 文 “金属硫化物－イオン交換樹脂”による海水中の放射性核種の捕集：渡利一夫，坪田博行，小柳卓，伊沢正実，182. 

 低浸透性黒鉛とハードカーボンの放射線損傷：桝山年夫，185. 

資 料 ウラン合金に関する共同研究：日米学術振興会金属ウラン共同研究準備会，195. 

 原子力関係特許解説：207. 

講 演 環境汚染に関する二，三の問題点：田島英三，209. 

私のノートから 原子炉を利用した炉化学の一研究：松浦辰男，215. 

 液体金属の沸騰における問題点：堀雅夫，217. 

 過渡沸騰熱伝達について：桜井彰，219. 

文 献抄 録 付国内文献目録，新刊紹介：225. 

談 話 室 EBR-Ⅱの経過と現状：黒井英雄，228. 

 日本の炉物理研究の海外における反響：深井佑造，229. 

 IAEA「使用済み燃料輸送国際技術基準作成パネル」に参加して：糠塚英夫，230. 

会 報 第 6 回炉物理・第 4 回炉工学合同，第 6 回原子力燃料材料，第 4 回原子力化学・化学工学各分科会論文募集，遮蔽

実験研究専門委の新設，各専門委報告，「松永賞」公募，第7 回日本RI会議，第10 回放射化学討論会論文募集，海

外インフォメーション，第 18 回交換教授講演会，Rowland，Bakar 博士講演会  他：233. 

 

No.5 

 

巻 頭 言 動力炉の「自为開発」について：菊池正士，241. 

研 究論 文 フォールアウト粒子に関する研究，(Ⅳ)：真室哲雄，吉川和子，松並忠男，藤田晃，242. 

 UO2グリーンペレットの中心加熱による結晶成長とボイドの挙動：武谷清昭，248. 

ショート・ノート 半導体検出器用FET前置増幅器：阪井英次，熊原忠士，257. 

資 料 燃料被覆材としてのベリリウムの現状：諸住正太郎，261. 

 原子力関係特許解説：267. 

私のノートから 動力炉の安全に関連しての核分裂生成物の放出と移行の問題：三島良績，269. 

文 献抄 録 付国内文献目録，新刊紹介：272. 

談 話 室 原子力技術者養成機関の現況. 

 (1) 日本原子力研究所 ラジオアイソトープ研修所：村上悠紀雄，278. 

 (2) 日本原子力研究所 原子炉研修所：柿原幸二，278. 

 (3) 放射線医学総合研究所 養成訓練部：飯田博美，280. 

 (4) 茨城総合職業訓練所 原子力工業科：飯田博美，281. 

 セラミック核燃料に関する日米情報交換プログラムについてのコメント：J.L. ダニエル，282. 

 第 2回フロリダ会議に出席して：住田健二，285. 

会 報 第 8回通常総会報告，編集・企画両委員会委員一覧，「秋の分科会」，各専門委報告，第 19 回交換教授講演会，研究

炉シンポジウム，海外インフォメーション  他：288. 

 

No.6 

 

巻 頭 言 編集委員長就任にあたって：中井敏夫，303. 

研 究論 文 60Co 等方線源に対する平板状物質の線量ビルドアップ係数の測定：金森善彦，304. 

 フォールアウト粒子に関する研究，(Ⅵ)：真室哲雄，藤田晃，松並忠男，白井省吾，村上正弘，309. 

総 説 パイルドシメトリー：早川宗八郎，317. 

私のノートから 線型陽子加速器の建設：藤田虎太，327. 

 アイダホにおける安全性研究の展望：田上嵩，329. 

資 料 原子力関係特許解説：331. 

文 献抄 録 付国内文献目録，新刊紹介：333. 

談 話 室 放射線化学ハワイ会議に出席して：飯塚義助，340. 

 高速増殖炉ロンドン会議に出席して：大山彰，341. 

 日英高速炉協定にもとづく第 1回会議に出席して：天野昇，343. 

会 報 関西支部新役員名，第 5 回資源探査現地討論会，被曝線量評価研究専門委の新設，各専門委報告，海外インフォメ

ーション，新入会員名簿  他：346. 
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No.7 

 

巻 頭 言 原子力の研究：宗像英二，353. 

研 究論 文 Pu 装荷重水格子の燃焼特性，(Ⅰ)，Pu DirectおよびSelf-Sustaining 使用：新藤隆一，安川茂，山本彬夫，354. 

 特殊計算尺による原子炉災害の評価法：角川正義，石原豊彦，361. 

ショート・ノート Ion Doseについて：飯田博美，越島得三郎，岩崎晃，367. 

総 説 ガンマ線の後方散乱：兵藤知典，371. 

講 演 G.E.社のNa冷却1,000MWe高速炉の設計：K.P. Cohen，382. 

私のノートから 再処理試験装置の液輸送について：成瀬雄二，386. 

 廃棄物処理のあれこれ：杉本仙市，388. 

資 料 原子力関係特許解説：391. 

文 献抄 録 付国内文献目録，新刊紹介：393. 

談 話 室 第 7回日本アイソトープ会議に出席して：村上悠紀雄，399. 

 第 5回ENEA計算プログラム・ライブラリー委員会に出席して：石川寛，400. 

 ｢照射キャプセル技術開発シンポジウム｣と「炉内照射装置及び技術シンポジウム」に出席して：大内信平，402. 

会 報 東レ科学技術賞・研究助成金，各専門委報告，海外インフォメーション  他：405. 

 

No.8 

 

巻 頭 言 動力炉開発について：阿部滋忠，409. 

研 究論 文 Pu 装荷重水格子の燃焼特性，(Ⅱ)，Phoenix Fuel：新藤隆一，安川茂，410. 

 フォールアウト粒子に関する研究，(Ⅶ)：真室哲雄，松並忠男，416. 

ショート・ノート 長型電離箱によるビルドアップ係数の測定：金森善彦，424. 

私のノートから 原子炉による半導体材料の宇宙放射線環境試験：高見保清，426. 

 85Kr の化学反応への利用：重松友道，428. 

総 説 核融合研究の現状：森茂，431. 

講 演 ｢第 7回日本アイソトープ会議｣ 出席者講演会 

 (1) ORNLのアイソトープ情報センターと原子炉によるラジオアイソトープの製造：P.S. Baker，444. 

 (2) 放射性原子が分子に及ぼす効果：F.S. Rowland，446. 

 (3) 放射化分析における最近の進歩：V.P. Guinn，449. 

資 料 原子力関係特許解説：452. 

文 献抄 録 付国内文献目録，新刊紹介：454. 

談 話 室 プルトニウム救急医療調査より帰って：熊取敏之，460. 

 EANDC第 9回会議の報告：百田光雄，461. 

会 報 第 4回原子力化学・化学工学分科会，第10回放射化学討論会プログラム，各専門委報告，海外インフォメーション  

他：463. 

 

 

No.9 

 

巻 頭 言 原子力開発利用の新段階を迎えて：有田喜一，473. 

研 究論 文 軽水中の鉄層による中性子の減衰：八巻秀雄，福島穣，474. 

 Pu 装荷重水格子の燃焼特性，(Ⅲ)，Pu のRecycle使用：新藤隆一，安川茂，481. 

ショート・ノート 非線型指示ペリオド計のスクラム遅れとゆらぎ：古川友三，若山直昭，486. 

資 料 放射性汚染除去作業の 1例：和達嘉樹，川野幸夫，穴沢豊，榊原茂雄，490. 

 原子力関係特許解説：494. 

討論会要旨 研究炉シンポジウム：向坊隆，大山彰，496. 

私のノートから JPDRの熱水力計測：望月恵一，500. 

 原子力第1 船用臨界実験の概要：阿部進，502. 

文 献抄 録 付国内文献目録，新刊紹介：507. 

談 話 室 ヨーロッパ・アメリカ炉物理委員会（EACRP）第 7回会合に出席して：弘田実弥，509. 

会 報 炉物理・炉工学合同，原子力燃料材料分科会プログラム，パイルドシメトリー・高速炉技術両研究専門委の新設，各

専門委報告，炉材料熱力学シンポジウム，第 20～22 回交換教授講演会，Spedding 博士，Wright 博士各講演会，
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Morgan 博士，ローマ会議報告講演会，海外インフォメーション，新入会員名簿  他：512. 

 

No.10 

 

巻 頭 言 技術開発の問題点：妹尾三郎，535. 

研 究論 文 並列流路における単相流圧降下のバーンアウト熱流速に及ぼす影響：堀雅夫，大内義弘，536. 

ショート・ノート 飯田氏らの“Ion Dose について”に対するコメント：森内和之，加藤和明，540. 

 “Ion Dose について”森内，加藤氏のコメントへの回答：飯田博美，越島得三郎，岩崎晃，543. 

資 料 わが国の遮蔽研究の現状：遮蔽研究専門委員会，545. 

 原子炉施設の位置，構造及び設備についての規制，「原子炉の設置・運転等に関する規則」の改正：大沢弘之，555. 

 原子力関係特許解説：560. 

私のノートから 積分型輸送理論の現状：高橋博，562. 

 高空における放射線測定：佃正昊，564. 

 食品の放射線照射－線源の問題について：松山晃，566. 

文 献抄 録 付国内文献目録，新刊紹介：568. 

談 話 室 スエーデンとノルウェーの原子炉材料研究をみて：伊藤伍郎，572. 

 ハルデン・プロジェクトの会議に出席して：三井田純一，573. 

会 報 ｢42 年年会｣ 論文募集，各専門委報告，第 20～第23 回交換教授講演会，燃料材料講演会，放射線シンポジウム，第

4 回理工学同位元素研究発表会，動力講演会論文募集，海外インフォメーション  他：576. 

 

No.11 

 

発電炉関連技術特集 

 ｢発電炉関連技術特集号｣に寄せて：武田栄一，1583. 

 東海炉コミッショニング試験 

 (1) 炉物理試験：武田充司，584. 

 (2) 熱関係－特に流量分布測定：猪股俊雄，山崎亮吉，591. 

 (3) その他の雰出力試験：水落正志，594. 

 原子力発電所の安全性に関する最近の研究 

 (1) 格納容器スプレイによる冷却過程におけるヨウ素水洗効果：西沢千父，前川立夫，川口修，大島茂男，598. 

 (2) 炉心スプレー熱伝達に関する実験：市野市郎，佐々木幹雄，602. 

 (3) 軽水型動力炉災害防止設備の安全評価：藤江秀夫，609. 

 原子力発電所の耐震設計の現況：秋野金次，柴田碧，614. 

 UO2燃料体の国産化の現状と諸問題：上田隆三，617. 

談 話 室 世界動力会議東京部会原子力部門ジェネラルリポーターとして：山田太三郎，621. 

 東海発電所の建設を終えて：高市利夫，623. 

文 献抄 録 付国内文献目録，新刊紹介：625. 

会 報 各専門委報告，第 5回日本伝熱シンポジウム論文募集，海外インフォメーション  他：627. 

 

No.12 

 

巻 頭 言 安全施設の信頼度について：向坊隆，635. 

研 究論 文 2 次遮蔽体透過放射線計算のための表面線源法：北爪光幸，636. 

 皮膚の放射性アイソトープによる汚染，(Ⅳ)，35S，125Sb，147Pm，204Tl，210Po の汚染に対する考察：田代晋吾，和

達嘉樹，村松三男，642. 

資 料 わが国の原子力発電長期計画に関する考察：永島菊三郎，645. 

 放射性ヨウ素の挙動に関して：服部禎男，656. 

 原子力関係特許解説：660. 

私のノートから ゼノン毒作用に関する最適制御：篠原慶邦，663. 

 肺モニタについて：立田初巳，665. 

文 献抄 録 付国内文献目録，新刊紹介：668. 

談 話 室 放射線化学に関する日仏研究協力会議（第 1回放射線化学会議，第3 回研究連絡会議）：宗像英二，675. 

 第 13回Nuclear Science Symposium における原子炉計装部門の紹介：川口千代二，676. 

会 報 ｢42 年年会｣，第 5回原子力総合シンポジウムプログラム，各専門委報告，「放射線事故」シンポジウム，防災化学研
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究発表会プログラム，海外インフォメーション，賛助会員一覧，新入会員名簿  他：679. 

総目次，著者名索引   （Vol.8，Nos.1～12） 



（目 1） 

日本原子力学会誌  総目次  Vol.9, Nos.1～12（1967） 

NIHON-GENSHIRYOKU-GAKKAISHI（Journal of the Atomic Energy Society of Japan） 

 

（末尾の太字は通巻ページ数です） 

 

No.1（1月号） 

 

巻 頭 言 新年第 1号に寄せて：木村毅一，1. 

研 究論 文 探針式ボイド比測定法の研究：飯田嘉宏，小林清志，熊谷伸一，2. 

 SHEにおけるパルス中性子法の実験解析：天野文雄，7. 

資 料 Na 冷却 100万 kW 高速増殖炉プラント概念設計（第1 次）：能沢正雄，16. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 1）。炉設計・核計算法の進歩，(Ⅰ)：深井佑造，桂木学，松岡謙一，25. 

私のノートから 化学実験室における放射線管理：洲崎輝雄，35. 

談 話 室 ｢原子炉制御へのイオン・ライン計算機の応用｣ のインフォーマルミーティングから：篠原慶邦，37. 

 IAEA「国際原子力情報システム会議」に出席して：長山泰介，38. 

 Gordon Confererence に参加して：高島洋一，40. 

文 献抄 録 付・主要採録文献目録，国内文献目録，新刊紹介：42. 

会 報 ｢日本原子力学会賞｣，「学会賞基金」募集，42，43 年度評議員一覧，各専門委報告，「42年年会」，Shumidt博士講

演会，動力講演会，ENEA 計算プログラムライブラリー：48. 

 

No.2（2月号） 

 

巻 頭 言 わが国の放射線防護への考え方の問題点，思いついたままの放言：塚本憲甫，57. 

研 究論 文 ステップ関数状加熱による温度伝導率の測定法：小林清志，熊田俊明，58. 

 pCl スタット法によるウラニル塩素イオン錯体ならびにウラニル硝酸イオン錯体の安定度定数の決定：大橋弘士，諸

住高，65. 

資 料 わが国における核燃料照射研究開発の現状：武谷清昭，72. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 2）。炉設計・核計算法の進歩，(Ⅱ)：深井佑造，小林隆俊，83. 

私のノートから パルス中性子実験の現状：金子義彦，91. 

 核データの評価：西村和明，93. 

談 話 室 フランスの原子力政策：倉本昌昭，96. 

文 献抄 録 付・国内文献目録，新刊紹介：98. 

会 報 ｢42 年年会｣プログラム，船用炉・炉中性子・動力炉長期構想・動特性測定解析・放射線応用各研究専門委の新設，

ウラン濃縮研究専門委の延長，各専門委報告，金属セミナー，超臨界圧講習会，第 16回原子炉建設特研，機械振興

協会賞，朝日学術奨励金 他：105. 

 

No.3（3月号） 

 

巻 頭 言 濃縮ウラン製造研究を促進すべし：菊池正士，131. 

研 究論 文 UC1-XOXに関する研究，(Ⅲ)：難波慎吾，井本正介，佐野忠雄，132. 

 中性子照射 237Npターゲットより 238Puの分離調整，TIOA－塩酸系溶媒抽出法の利用：阪上正信，大沢真澄，宮地

延吉，138. 

特集・原子力発電所用濃縮ウランの製造 

 Ⅰ．燃料問題におけるウラン濃縮：大山義年，146. 

 Ⅱ．現在の濃縮ウラン製造法（ガス拡散法）：大石純，150. 

 Ⅲ．日本におけるウラン濃縮技術の開発：吉村国士，152. 

 Ⅳ．ウラン濃縮に関する新技術の必要性とその可能性：垣花秀武，155. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 3）。原子炉熱設計法の進歩，(Ⅰ)：一色尚次，鳥飼欣一，寺西智幸，金井勉，永井将

之，159. 

私のノートから 中性子水分計の利用の現状と問題点：大野博教，170. 

談 話 室 ベンチャー・プロジェクトに参加して：大塚益比古，172. 

文 献抄 録 付・国内文献目録，新刊紹介：174. 
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会 報 東レ研究助成金受領，再処理研究専門委の新設，各専門委報告，金属の物理的性質講習会，第 4 回日本伝熱シンポ

ジウム，第 8回日本アイソトープ会議，追加会員名簿 (14)  他：179. 

 

No.4（4月号） 

 

巻 頭 言 動力炉開発について思いつくままに：脇坂清一，185. 

研 究論 文 降雤時の地表汚染評価法：角田道生，186. 

 緊急時における中性子被曝線量の推定：太田庸紀子，192. 

ショート・ノート UO2Cl＋の安定度定数に対する温度の影響：大橋弘士，諸住高，200. 

総 説 ナトリウム冷却高速炉の動特性：安成弘，202. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 4）。原子炉熱設計法の進歩，(Ⅱ)：岡本芳三，堀雅夫，青木成文，一色尚次，212. 

私のノートから 金属材料技術研究所におけるR.I. 実験場と研究の問題点：前橋陽一，223. 

談 話 室 EACRP 第 8回会合に出席して：弘田実弥，225. 

 1968年ANS-AIF 国際会議について：大山彰，227. 

文 献抄 録 付・国内文献目録，新刊紹介：229. 

会 報 第 9回通常総会通知，「松永賞」，各専門委報告，フランス核燃料再処理技術講演会，原子力発電所建設地見学会，「学

会賞基金」申込報告①，追加会員名簿(15)  他：236. 

 

No.5（5月号） 

 

巻 頭 言 原子力発電ブームに想う：一本松珠璣，243. 

研 究論 文 フッ石類によるイオン交換吸着：横関善三，野村末雄：，244. 

 イオン交換剤による放射性ヨウ素ガスの処理：岩井重久，井上頼輝，寺島泰，菅原正孝，249. 

資 料 放射性壊変の化学的効果におけるAuger 過程と電子ゆり落としの役割：T.A. Carlson，259. 

 各国船用炉の構想：西堀栄三郎，長本良男，267. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 5）。原子炉計装制御の進歩，(Ⅰ)：西野治，関口晃，川口千代二，若山直昭，273. 

私のノートから 分子蒸留による 39K の分離：渡辺綱夫，284. 

談 話 室 PCPV 会議に出席して：安藤良夫，287. 

 IAEA「Containment and Siting of Nuclear Power Plants」シンポジウムに参加して：都甲泰正，289. 

文 献抄 録 付・国内文献目録，新刊紹介：291. 

会 報 第 9 回通常総会報告，編集・企画委員一覧，「秋の分科会」論文募集，第 11 回放射化学討論会，山路自然科学奨励

賞，各専門委報告，原子力センター見学会，線質効果シンポジウム，「学会賞基金」申込報告②  他：299. 

 

No.6（6月号） 

 

巻 頭 言 第 5代会長に就任して：大山松次郎，315. 

 原子力と宇宙開発：中川重雄，316. 

研 究論 文 中性子透過法によるガラス中のボロンの定量：井出野一実，317. 

 NaF 粉末ウペレット法による尿中ウラン分析：安斎育郎，前田和甫，321. 

 球状酸化トリウムの製造，(Ⅳ)，混合アルコールによる球状化：山崎彌三郎，吉田健三，小守松雄，326. 

特集・原子力と宇宙開発 

 Ⅰ．宇宙における原子動力利用：岡本芳三，332. 

 Ⅱ．地球周辺の放射線帯：近藤一郎，334. 

 Ⅲ．宇宙の起源と天体中の元素の生成：早川幸男，339. 

 Ⅳ．宇宙核化学：木越邦彦，342. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 6）。原子炉計装制御の進歩，(Ⅱ)：鈴木頴二，太組健児，佐藤孝平，345. 

談 話 室 年代・低レベル測定シンポジウムとドゥブナの訪問：阪上正信，354. 

 高速炉臨界実験装置（FCA）の臨界について：弘田実弥，356. 

文 献抄 録 付・国内文献目録，新刊紹介，「欧文誌」Vol.4，No.6 目次 ：359. 

会 報 秋の分科会，関西支部新役員，第 6 回資源探査現地討論会，炉物理研究特別専門委の新設，各専門委報告，ツバイ

フェル博士懇親会，「学会賞基金」申込報告③，追加会員名簿(16)  他：366. 
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No.7（7月号） 

 

巻 頭 言 編集委員長の就任にあたって：西野治，371. 

研 究論 文 ウラン炭化物の高温挙動，(Ⅰ)，UC の酸化：須藤欽吾，大沢勝，372. 

 イオン交換体による同位元素分離に関する基礎的知見，(Ⅸ)，ウラン同位元素のイオン交換分離係数，(3)：権田浩三，

川島暢吉，垣花秀武，376. 

 ウランおよびトリウムリン化物の生成：足立裕彦，井本正介，381. 

総 説 炉定数作成の問題点：シグマ特別専門委員会炉定数グループ，386. 

特集・総合エネルギー問題としての原子力発電 

 Ⅰ．エネルギー経済と原子力発電：向坂正男，396. 

 Ⅱ．核燃料サイクルの経済問題：武井満男，401. 

 Ⅲ．わが国における原子力発電の将来規模：山崎久一，406. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 7）。原子炉構造技術の進歩，(Ⅰ)：望月博治，藤村理人，宮園昭八郎，411. 

談 話 室 IAEA「プルトニウム燃料シンポジウム」とヨーロッパのプルトニウム施設：中村康治，419. 

 ハルデンプロジェクトについて：武谷清昭，420. 

 ANS第 13回年会に出席して：大山彰，423. 

文 献抄 録 付・国内文献目録，新刊紹介，「欧文誌」Vol.4，No.7 目次 ：425. 

会 報 秋の分科会，10 周年記念事業実行委員会，各専門委報告，第 24，25 回交換教授講演会，東レ科学技術賞・研究助

成金，炉雑音解析日米合同セミナー，New York Public Library寄贈図書  他：434. 

 

No.8（8月号） 

 

巻 頭 言 原子力所感：品川睦明，439. 

研 究論 文 スペクトル－線量変換演算子とその応用，(Ⅰ)，原理：宮永一郎，森内茂，440. 

 天然UO2ペレットの照射および照射後試験：武谷清昭，市川逵生，447. 

資 料 炉雑音解析研究専門委員会の活動，(Ⅱ)：炉雑音解析研究専門委員会，455. 

私のノートから 発電炉用インコア中性子モニタの製作：白山新平，464. 

 熱中性子束密度の国際比較に関連して：道川太一，466. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 8）。原子炉構造技術の進歩，(Ⅱ)：猪股俊司，百島祐信，角田良吉，川股重也，名井

透，黒田孝，469. 

談 話 室 IAEA「耐震パネル」に出席して：秋野金次，481. 

 ヨーロッパの高速炉開発：立花昭，483. 

 IAEA「熱中性子炉の燃焼度予測パネル」報告：望月恵一，485. 

文 献抄 録 付・国内文献目録，新刊紹介，「欧文誌」Vol.4，No.8 目次 ：487. 

会 報 炉物理・炉工学，化学・化学工学，保健物理各分科会プログラム，各専門委報告  他：497. 

 

No.9（9月号） 

 

巻 頭 言 動力炉の立地と安全：内田秀雄，517. 

研 究論 文 スペクトル－線量変換演算子とその応用，(Ⅱ)，スペクトル線量変換演算の自動化：森内茂，宮永一郎，518. 

 JRR-3内のR.I.の製造条件の検討：中村治人，524. 

資 料 乾式再処理の現状と問題点：乾式再処理研究専門委員会，530. 

私のノートから 高速炉の格納技術：礒康彦，536. 

 原子力発電所とThermal Pollution：富樫利男，539. 

 放射線用顕微鏡について：米田穣，541. 

特集・原子力発電所の立地と安全性 

 Ⅰ．立地基準の最近の傾向：板倉哲郎，543. 

 Ⅱ．安全性研究の現状：都甲泰正，546. 

 Ⅲ．核分裂生成物の挙動：武谷清昭，549. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 9）。核燃料技術の進歩：武谷清昭，関義辰，三島良積，553. 

談 話 室 MIT 原子力工学科の近況：清瀬量平，561. 

 IAEA「空気汚染評価の機器と技術シンポジウム」に参加して：宮永一郎，563. 

文 献抄 録 付・国内文献目録，新刊紹介，「欧文誌」Vol.4，No.9 目次 ：565. 

会 報 ｢43 年年会｣募集，核燃料・炉材料分科会プログラム，各専門委報告，第 6 回資源探査現地討論会報告，山路賞受賞，
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防災化学研究会募集，原子炉建設特研，学術会議第 5部へ請願書，「学会賞基金」申込報告⑤，追加名簿(17)  他：

576. 

 

No.10（10月号） 

 

巻 頭 言 新事業団と動力炉の自主開発：清成迪，589. 

研 究論 文 部分彎曲法による 2次元4 群計算：岡本朴，590. 

 鉛の接合部におけるガンマ線の漏洩，(Ⅰ)：宮坂駿一，金森善彦，福島穣，山田毅，597. 

資 料 シグマ特別専門委員会の活動，昭和40，41 年度の報告：シグマ特別専門委員会，604 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 10）。原子炉材料技術の進歩：長谷川正義，伊藤伍郎，佐藤千之助，611. 

私のノートから 同軸ケーブルの誘導雑音についての一考察：城谷孝，622. 

談 話 室 ENEA「線量測定シンポジウム」に出席して：横田良介，625. 

 SPERT の現状：石川迪夫，627. 

文 献抄 録 付・国内文献目録，新刊紹介，「欧文誌」Vol.4，No.10 目次 ：629. 

会 報 第 1回臨時総会，昭和43年年会，炉物理連絡会，各専門委報告，交換教授講演会，第 8 回日本アイソトープ会議日

程表，原研研究成果普及講演会  他：638. 

 

No.11（11月号） 

 

巻 頭 言 核兵器の影響－国連詰問委員会に出席して：向坊隆，645. 

研 究論 文 フォールアウト粒子に関する研究，(Ⅷ)：真室哲雄，松並忠男，藤田晃，646. 

資 料 理研サイクロトロンについて：松田一久，唐沢孝，656. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 11）。原子炉遮蔽技術の進歩：吉田悠，片岡巌，兵藤知典，田中義久，661. 

講 演 米国における中性子搬送理論の現状：P.F. Zweifel，673. 

私のノートから JPDR-Ⅱ計画の炉外流動試験装置の完成：山崎彌三郎，676. 

談 話 室 IAEA「動力炉プラントの安全運転のための Code of Practiceパネル」に出席して：長柄喜一郎，678. 

 食品の放射線処理に関するサイベルスドルフ研究計画について：団野皓文，679. 

 IAEA「重水路シンポジウム」に出席して：沢井定，681. 

文 献抄 録 付・国内文献目録，新刊紹介，「欧文誌」Vol.4，No.11 目次 ：683. 

会 報 「藤原賞」公募，各専門委報告，第 5 回日本伝熱シンポジウム，第 5 回理工学における同位元素研究発表会論文募

集，炉物理連絡会，学術会議関係，交換教授講演会  他：691. 

 

No.12（12月号） 

 

巻 頭 言 ｢原子炉 25 周年｣を迎えて：山田太三郎，699. 

研 究論 文 人体表面における中性子の反射：立田初巳，竜福広，城谷孝，700. 

技 術報 告 遠隔ピペッター：江村悟，中原嘉則，大貫守，河野信昭，705. 

総 説 液体金属の熱伝達：岐美格，710. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 12）。動力炉の安全性，(Ⅰ)：都甲泰正，桑島謙臣，豊田正敏，住谷寛，宮内久元，竹

越尹，718. 

私のノートから 東北大電子リニヤックについて：木村一治，729. 

談 話 室 IAEA「原子炉圧力容器用鋼の照射脆化に関する Working Group Meeting」に出席して：川崎正之，731. 

 沖縄寄港のサバンナを訪ねて：安藤良夫，733. 

文 献抄 録 付・国内文献目録，新刊紹介，「欧文誌」Vol.4，No.12 目次 ：735. 

会 報 第 6 回原子力総合シンポジウムプログラム，防災化学討論会プログラム，各専門委報告，賛助会員一覧，会費改訂

について，追加名簿(18)  他：742. 

総目次・著者名索引 (Vol.9，Nos.1～12) 
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日本原子力学会誌  総目次  Vol.10, Nos.1～12（1968） 

NIHON-GENSHIRYOKU-GAKKAISHI（Journal of the Atomic Energy Society of Japan） 

 

（末尾の太字は通巻ページ数です） 

 

No.1（1月号） 

 

巻 頭 言 動燃事業団の新春に思う：井上五郎，1. 

研 究論 文 有機溶媒抽出法によるP-32の調整：中村治人，2. 

ショート・ノート 実用動力炉保護法式の改良：服部禎男，7. 

特集・ENEA委員会の活動 

 Ⅰ．ENEA 委員会について：遠藤雄三，9. 

 Ⅱ．ENEA の核データの分野での活動：百田光雄，10. 

 Ⅲ．ヨーロッパ・アメリカ炉物理委員会（EACRP）の活動：弘田実弥，12. 

 Ⅳ．原子力コード委員会の活動：石川寛，16. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 13）。動力炉の安全性，(Ⅱ)：安成弘，柴田碧，都甲泰正，19. 

私のノートから 原子力発電所安全施設の信頼性：竹越尹，31. 

談 話 室 ヨーロッパの経済グループを訪ねて：武井満男，33. 

 日米核燃料専門家会議に出席して：菊池武雄，34. 

 NBSの遮蔽研究に参加して：清水彰直，36. 

文 献抄 録 付・主要採録文献リスト，国内文献目録，「欧文誌」Vol.5，No.1 目次：38. 

新 刊紹 介 Fast Reactor Technology, Plant Design：古川和男，Nuclear Power Plant Technology：西野治，46. 

会 報 行事予定，43 年年会，43 年度会費について，各専門委報告，動力講演会，第 1 回原産年次大会，「学会賞基金」報

告⑦，炉物理連絡会  他：47. 

 

No.2（2月号） 

 

巻 頭 言 日本のビッグ・サイエンス：伏見康治，53. 

研 究論 文 昇華法によるP-32 の調製：中村治人，54. 

技 術報 告 ボイド反応度係数の測定：藤家洋一，森道明，松井恒夫，宮崎慶次，58. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 14）。核燃料再処理技術の進歩：青地哲男，瀬川猛，辻村重男，66. 

資 料 新しいU.S. AEC 濃縮ウラン価格表：野澤豊吉，75. 

特集・原子炉の最適制御 

 Ⅰ．最適制御（概説）：須田信英，85. 

 Ⅱ．最適制御の手法：須田信英，87. 

 Ⅲ．最適制御の応用：篠原慶邦，門田一雄，佐藤孝平，89. 

私のノートから 放射線モニタリングの問題点，特に空気汚染サンプリングについて：加藤仁三，97. 

談 話 室 サクレー原子力研究所における濃縮ウランの研究：中根良平，101. 

 アメリカのウラン鉱業，ウラン鉱業調査団に参加して：野沢和久，102. 

文 献抄 録 付・国内文献目録，「欧文誌」Vol.5，No.2 目次：105. 

新 刊紹 介 Energy Conversion－Electromechanical, Direct, Nuclear ：秋山守，Theory of Finite Fermi Systems and 

Applications to Atomic Nuclei：五十嵐信一，111. 

会 報 行事予定，各専門委報告，交換教授講演会，機械振興協会賞，43 年年会プログラム  他：112. 

 

No.3（3月号） 

 

巻 頭 言 原子力発電の自主開発：一本松珠璣，117. 

研 究論 文 回転円筒の風損：金川昭，高島洋一，高田浩，118. 

資 料 原子力船定係港の計画概要：西堀榮三郎，小野寺朗，129. 

連 載講 座 原子力科学技術の進歩，（その 15）。同位体分離法の進歩：中根良平，高島洋一，渡辺綱夫，清水正巳，下川純一，
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